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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 238,284 17.9 8,273 ― 3,562 ― 1,211 ―

22年3月期第2四半期 202,065 △21.3 △2,354 ― △3,672 ― △3,930 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 3.61 ―

22年3月期第2四半期 △11.73 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 461,182 158,517 33.3 457.64
22年3月期 466,973 163,382 34.1 475.26

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  153,349百万円 22年3月期  159,263百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 4.00 ― 6.00 10.00

23年3月期 ― 4.00

23年3月期 
（予想）

― 6.00 10.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 520,000 11.5 25,500 18.9 19,000 1.4 11,500 0.1 34.32

Administrator
画像



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記の業績予想につきましては、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき当社が作成した見通しであり、実際の業績は、今後の様々な要因
によって予想数値と異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q  342,598,162株 22年3月期  342,598,162株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  7,512,477株 22年3月期  7,492,603株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q  335,093,718株 22年3月期2Q  335,185,109株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 

※第１四半期連結会計期間から、セグメントを変更しています。また、前年同期の数値についても新たなセグメント

に組み替えています。 

 

当第 2 四半期連結累計期間（平成 22 年４月 1 日～平成 22 年 9 月 30 日）における世界経済は、一昨年からの危機的

状況から脱し、緩やかな回復基調となりました。しかしながら、わが国においては、期間の後半から急激な円高となったた

め、特に輸出型企業において回復の足取りに陰りがみられました。 

タイヤ業界も、全世界的にみれば需要が持ち直し、回復基調にありますが、円高に加え、原材料価格が高騰するなど、

決して油断することのできない厳しい環境にあります。 

こうした状況のもと、当社グル－プは、気を緩めることなく、積極的な販売活動ならびに徹底した経費削減等の内部改善

に取り組んでまいりました。 

この結果、当第 2 四半期連結累計期間の連結売上高は 2,382 億 84 百万円（前年同期比 17.9％増）、連結営業利益は

82 億 73 百万円（前年同期連結営業損失 23 億 54 百万円）、連結経常利益は 35 億 62 百万円（前年同期連結経常損失

36 億 72 百万円）、連結四半期純利益は 12 億 11 百万円（前年同期連結四半期純損失 39 億 30 百万円）となりました。

タイヤ事業の売上高は、1,848 億 75 百万円（前年同期比 18.5％増）、営業利益は 60 億 98 百万円（前年同期営業損失

25億32百万円）となりました。海外市場では北米、アジアを中心に順調に推移し、ロシア、中南米においても売上を伸ばし

ました。また、国内市場においても、新車用タイヤ、市販用タイヤが売上を伸ばしたため、売上高、営業利益ともに前年同

期を上回りました。 

工業品事業の売上高は、413 億 79 百万円（前年同期比 24.2％増）、営業利益は 15 億 72 百万円（前年同期営業損失

1 億 83 百万円）となりました。高圧ホース、自動車用接着剤を中心に順調に推移し、売上高、営業利益ともに前年同期を

上回りました。 

その他(航空部品事業、スポーツ事業等)の売上高は、120 億 29 百万円（前年同期比 5.2％減）、営業利益は 6 億 11

百万円（前年同期比 74.0％増）となりました。 

 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 

当第２四半期末における総資産は 4,611 億 82 百万円となり、前期末に比べ 57 億 90 百万円減少しました。これは、

たな卸資産が増加したものの、売上債権の減少や投資有価証券の時価評価による減少があったことによるものです。

負債は 3,026 億 65 百万円となり、前期末に比べ 9億 25百万円減少しました。これは、買入債務の増加があったもの

の、繰延税金負債等が減少したことによるものです。 

純資産合計は、1,585 億 17 百万円となり、前期末に比べ 48 億 65 百万円減少しました。これは、配当金の支払いが

あったことや、株価および為替相場変動の影響により評価･換算差額等が減少したことによるものです。 

 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 23年 3月期通期（平成 22 年 4 月 1 日～平成 23 年 3 月 31 日）連結業績予想を修

正しております。詳細につきましては、本日発表の「平成 23 年 3 月期第 2 四半期累計期間業績予想値と実績値の差異

および通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

横浜ゴム㈱(5101)平成23年3月期 第2四半期決算短信

2



２．その他の情報 

 

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 

①簡便な会計処理 

 

１）一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第 2 四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められ

るため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

 

２）固定資産の減価償却費の算定方法 

一部の連結子会社においては、固定資産の年度中の取得、売却または除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間

償却予定額を期間按分する方法によっております。 

 

３）法人税等ならびに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によって

おります。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変化がなく、かつ、一

時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタ

ックス・プランニングを利用する方法によっております。 

 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

 

該当事項はありません。 

 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

   

  ・会計処理基準に関する事項の変更 

資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第 18 号 平成 20 年３月 31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 21 号 平成 20 年３月 31日）

を適用しております。この変更による四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。 

   

  ・表示方法の変更 

四半期連結損益計算書 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 22号 平成 20 年 12 月 26 日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成 21 年３月 24 日 内閣府令第５号）の適

用により、当第 2 四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

 

 

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。 
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３【四半期連結財務諸表】 
 (1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 20,068 11,560

受取手形及び売掛金 96,433 103,400

商品及び製品 54,996 47,228

仕掛品 8,111 7,522

原材料及び貯蔵品 12,642 12,860

その他 17,060 16,879

貸倒引当金 △824 △915

流動資産合計 208,488 198,537

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 58,462 59,911

機械装置及び運搬具（純額） 69,672 75,908

その他（純額） 50,311 48,132

有形固定資産合計 178,446 183,953

無形固定資産 1,571 1,468

投資その他の資産   

投資有価証券 54,661 59,257

その他 18,842 24,670

貸倒引当金 △826 △913

投資その他の資産合計 72,677 83,014

固定資産合計 252,694 268,436

資産合計 461,182 466,973

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 72,596 69,857

1年内償還予定の社債 － 10,000

短期借入金 98,699 88,064

未払法人税等 1,209 1,942

役員賞与引当金 42 79

その他 34,592 36,043

流動負債合計 207,139 205,987

固定負債   

社債 20,000 20,000

長期借入金 36,727 36,609

退職給付引当金 16,790 16,912

その他 22,007 24,081

固定負債合計 95,525 97,603

負債合計 302,665 303,591
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 38,909 38,909

資本剰余金 31,952 31,952

利益剰余金 91,947 92,739

自己株式 △4,738 △4,729

株主資本合計 158,071 158,872

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 13,644 16,401

為替換算調整勘定 △18,367 △16,009

評価・換算差額等合計 △4,722 391

少数株主持分 5,168 4,118

純資産合計 158,517 163,382

負債純資産合計 461,182 466,973
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 (2)【四半期連結損益計算書】 
    【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
  至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
  至 平成22年９月30日) 

売上高 202,065 238,284

売上原価 146,267 167,198

売上総利益 55,797 71,086

販売費及び一般管理費 58,152 62,813

営業利益又は営業損失（△） △2,354 8,273

営業外収益   

受取利息 75 104

受取配当金 578 535

その他 766 1,098

営業外収益合計 1,420 1,739

営業外費用   

支払利息 1,460 1,123

為替差損 327 4,372

その他 950 954

営業外費用合計 2,738 6,450

経常利益又は経常損失（△） △3,672 3,562

特別利益   

投資有価証券売却益 705 －

貸倒引当金戻入額 267 －

特別利益合計 973 －

特別損失   

固定資産除売却損 156 119

投資有価証券評価損 44 －

事業撤退損 123 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 119

特別損失合計 324 238

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△3,022 3,324

法人税等 1,118 1,884

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,439

少数株主利益又は少数株主損失（△） △211 228

四半期純利益又は四半期純損失（△） △3,930 1,211
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(３) 継続企業の前提に関する注記
該当事項はありません。

(４) セグメント情報

１．報告セグメントの概要
　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち、分離された財務情報が入手可能であり、取締役会において経営資

源の配分や業績の評価を行うために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は、製品・サービス別の事業部を置き、各事業部は取り扱う製品・サービスについて国内及び海外の総合的な戦
略を立案し、事業活動を展開しています。
　したがって、当社は、事業部別のセグメントから構成されており、主要な事業である「タイヤ事業」「工業品事業」

を報告セグメントに分類しております。

各報告セグメントに属する主要な製品

乗用車用、トラック・バス用、小型トラック用、建設車両用、産業車両用などの各種タイヤ・チューブ、

アルミホイール、自動車関連用品

コンベヤベルト、ゴム板、各種ホース、防舷材、オイルフェンス、マリンホース、型物、空気バネ、

ハイウェイジョイント、橋梁用ゴム支承、ビル用免震積層ゴム、防水材、止水材、防音・防振商品、

接着剤、シーリング材

２．報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報

当第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日） (単位：百万円)

(１) 外部顧客への売上高

(２) セグメント間の内部売上高

 又は振替高

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、その主なものは航空部品事業、
　スポーツ事業であります。

２．セグメント間取引消去によるものです。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平

成20年３月21日）を適用しております。

8,282

合計

238,284

△ 3,104

△ 9

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

238,284

― 

238,284

226,254

227,173

工業品

3,104

241,388

計

919

12,029

2,185

その他
（注）１

売 上 高

セ グ メ ン ト 利 益

計 41,409

30

6,098

888

工業品

セグメント

タイヤ

タイヤ

主   要   製   品

調整額
(注）２

報告セグメント

8,273

185,764

184,875 41,379 ― 

△ 3,104

1,572 7,670 611

14,214
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（参考情報）

前第２四半期連結累計期間の事業の種類別セグメント情報の事業区分を、新セグメントに組み替えると、以下の通り

となります。

前第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日） (単位：百万円)

(１) 外部顧客への売上高

(２) セグメント間の内部売上高

 又は振替高

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、その主なものは航空部品事業、
　スポーツ事業であります。

２．セグメント間取引消去によるものです。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

該当事項はありません。

351 △ 2,364 10 △ 2,354
セ グ メ ン ト 利 益
又 は 損 失 （ △ ）

△ 2,532 △ 183 △ 2,716

14,874 205,082 △ 3,017 202,065計 156,832 33,375 190,208

202,065 ― 202,065

779 56 835 2,181 3,017 △ 3,017 ― 

156,053 33,319 189,372 12,692

その他
（注）１

合計
調整額
(注）２

売 上 高

タイヤ 工業品 計

報告セグメント
四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３
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